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 はじめに                               

 障
しょう

がい福祉
ふくし

を取
と

り巻
ま

く環境
かんきょう

につきましては、平成
へいせい

18年
ねん

に国連
こくれん

において

「障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する条約
じょうやく

（以下
い か

、「障害者
しょうがいしゃ

権利
けん り

条約
じょうやく

」という。）」が採択
さいたく

されるなど、権利
けんり

擁護
よう ご

に向
む

けた取組
とりくみ

が進展
しんてん

しております。 

我
わ

が国
くに

では障害者
しょうがいしゃ

権利
けん り

条約
じょうやく

の批准
ひじゅん

に向
む

けて国
こく

内法
ないほう

の整備
せいび

を行
おこな

い、平成
へいせい

23年
ねん

の障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の改正
かいせい

により、基本
きほん

原則
げんそく

として「障
しょう

がいを理由
りゆう

とする

差別
さべつ

の禁止
きんし

」が規定
きてい

されました。この規定
きてい

をより具体化
ぐ た い か

し、遵守
じゅんしゅ

するための

措置
そ ち

を定
さだ

める法律
ほうりつ

である「障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

に関
かん

する法律
ほうりつ

（以下
い か

、

「障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

」という。）」が平成
へいせい

25年
ねん

6月
がつ

に公布
こうふ

され、平成
へいせい

28年
ねん

4

月
がつ

1日
にち

から施行
しこう

されます（我
わ

が国
くに

は、平成
へいせい

26年
ねん

１月
がつ

に障害者
しょうがいしゃ

権利
けん り

条約
じょうやく

を批准
ひじゅん

しました）。 

障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

では「不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

い」と「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の不提供
ふていきょう

」

を差別
さべつ

と規定
きてい

しており、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

に基
もと

づき国
くに

から示
しめ

された基本
きほん

方針
ほうしん

では、障
しょう

がいのある方
かた

への差別
さべつ

については、障
しょう

がいに関
かん

する知識
ちしき

・理解
りかい

の不足
ふそく

、意識
いしき

の偏
かたよ

りを起因
きいん

とした面
めん

が大
おお

きいとの考
かんが

えが示
しめ

されています。

障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

は、地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

に対
たい

し、差別
さべつ

の解消
かいしょう

に向
む

けた具体的
ぐたいてき

な

取組
とりくみ

を求
もと

めるとともに、普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

活動
かつどう

等
とう

を通
つう

じて地域
ちいき

住民
じゅうみん

や事
じ

業者
ぎょうしゃ

の障
しょう

が

いに関
かん

する理解
りかい

を促
うなが

すことを求
もと

めています。 

 札幌市
さっぽろし

では、市民
しみん

誰
だれ

もが互
たが

いに人格
じんかく

と個性
こせい

を尊重
そんちょう

し支
ささ

え合
あ

う共生
きょうせい

社会
しゃかい

の

実現
じつげん

を基本
きほん

理念
りね ん

に平成
へいせい

24年
ねん

３月
がつ

に「さっぽろ障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

」を策定
さくてい

し、障
しょう

がいのある方
かた

が地域
ちいき

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

していくことができるよう、障
しょう

がい者
しゃ

施策
しさく

の充
じゅう

実
じつ

に向
む

け、取組
とりくみ

を進
すす

めております。 

本対応
ほんたいおう

方針
ほうしん

は、これまでの取組
とりくみ

に加
くわ

えて、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

により求
もと

め

られていることに、札幌市
さっぽろし

が率先
そっせん

して取
と

り組
く

んでいく姿勢
しせい

を示
しめ

し、札幌
さっぽろ

市民
しみ ん

全体
ぜんたい

で障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

を推進
すいしん

するためのものです。 



2 

１ 対応
たいおう

方針
ほうしん

の位置
い ち

づけ

札幌市
さっぽろし

は、さっぽろ障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

（※）において、既
すで

に障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

（分野
ぶんや

10）と、行政
ぎょうせい

サービス
さ ー び す

における配慮
はいりょ

（分野
ぶんや

11）

の取組
とりくみ

を示
しめ

しているところですが、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

及
およ

び「北海道
ほっかいどう

障
しょう

が

い者
しゃ

及
およ

び障
しょう

がい児
じ

の権利
けんり

擁護
よう ご

並
なら

びに障
しょう

がい者
しゃ

及
およ

び障
しょう

がい児
じ

が暮
く

らしや

すい地域
ちいき

づくりの推進
すいしん

に関
かん

する条例
じょうれい

（以下
い か

、「北海道
ほっかいどう

障
しょう

がい者
しゃ

条例
じょうれい

」と

いう。）」の考
かんが

え方
かた

を踏
ふ

まえ、改
あらた

めて障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

に向
む

けて、札幌市
さっぽろし

が率先
そっせん

して取
と

り組
く

む姿勢
しせい

を示
しめ

し、札幌
さっぽろ

市民
しみ ん

全体
ぜんたい

で障
しょう

がいを

理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

を推進
すいしん

するため、本対応
ほんたいおう

方針
ほうしん

を定
さだ

めます。 

【対応
たいおう

方針
ほうしん

の位置
い ち

づけのイメージ
い め ー じ

】 

※ さっぽろ障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

（平成
へいせい

24年
ねん

３月
がつ

策定
さくてい

、平成
へいせい

27年
ねん

３月
がつ

改定
かいてい

） 

  障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

を根拠法
こんきょほう

とする「障
しょう

がい者
しゃ

保健
ほけ ん

福祉
ふく し

計画
けいかく

」と障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

を根拠
こんきょ

法
ほう

とする「障
しょう

がい福祉
ふく し

計画
けいかく

」を一体的
いったいてき

なものとし、障
しょう

がいのある方
かた

の自立
じり つ

や社会
しゃかい

参加
さん か

の

ための支援
しえ ん

、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
とう

に係
かか

る提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
か く ほ

等
とう

に関
かん

する取組
とりくみ

を定
さだ

めたものです。

障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

障
しょう

 害
がい

 者
しゃ

 基
き

 本
ほん

 法
ほう

具
体
化

ぐ

た

い

か

北
ほっ

海
かい

道
どう

障
しょう

がい者
しゃ

条
じょう

例
れい障害者

しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

基本
きほ ん

方針
ほうしん

さっぽろ障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

を踏
ふ

まえた札幌市
さっぽろし

の対応
たいおう

方針
ほうしん

（共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けて）
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2 障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

及
およ

び国
くに

の基本
きほ ん

方針
ほうしん

の概要
がいよう

⑴ 法
ほう

制定
せいてい

の背景
はいけい

我
わ

が国
くに

では、平成
へいせい

19年
ねん

に障害者
しょうがいしゃ

権利
けん り

条約
じょうやく

に署名
しょめい

して以来
いらい

、国
こく

内法
ないほう

の

整備
せいび

等
とう

を進
すす

め、平成
へいせい

26年
ねん

1月
がつ

に障害者
しょうがいしゃ

権利
けん り

条約
じょうやく

を批准
ひじゅん

しました。この国
こく

内法
ないほう

の整備
せいび

の一環
いっかん

で行
おこな

われた、平成
へいせい

23年
ねん

の障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

改正
かいせい

により、

「障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の禁止
きんし

」が基本
きほん

原則
げんそく

とされ、同原則
どうげんそく

の具体化
ぐ た い か

のため、平成
へいせい

25年
ねん

に障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

が成立
せいりつ

しました。 

⑵ 法
ほう

の概要
がいよう

  ア
あ

 国
くに

・地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

及
およ

び民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

による「障
しょう

がいを理由
りゆう

とする

差別
さべつ

」を禁止
きんし

します。 

  イ
い

 障
しょう

がいのある方
かた

に対
たい

する不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

い及
およ

び合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の

提供
ていきょう

にかかる責務
せきむ

は次
つぎ

のとおりです。 

不当
ふと う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
き ん し

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

国
くに

・地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

法的
ほうてき

義務
ぎ む 法的

ほうてき

義務
ぎ む

民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

（※） 努力
どりょく

義務
ぎ む

※ 民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

には地方
ちほ う

公営
こうえい

企業
きぎょう

（交通局
こうつうきょく

・水道局
すいどうきょく

・病 院 局
びょういんきょく

など）や個人事
こ じ ん じ

業者
ぎょうしゃ

、NPO
えぬぴーおー

法人
ほうじん

等
とう

の非営利事
ひ え い り じ

業者
ぎょうしゃ

も含
ふく

みます。 

ウ
う

 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

は、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に

関
かん

して必要
ひつよう

な施策
しさく

を策定
さくてい

し、実施
じっし

しなければなりません。 

  エ
え

 国民
こくみん

は、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に寄
き

与
よ

するよう努
つと

めなければなりません。 

オ
お

 政府
せい ふ

は、差別
さべつ

を解消
かいしょう

するための取組
とりくみ

について、政府
せいふ

全体
ぜんたい

の方針
ほうしん

を示
しめ

す「障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する基本
きほん

方針
ほうしん

（以下
い か

、

「基本
きほん

方針
ほうしん

」という。」を定
さだ

めなければなりません。 
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  カ
か

 行政
ぎょうせい

機関
きか ん

等
とう

ごと、分野
ぶんや

ごとに障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の具体的
ぐたいてき

内
ない

容
よう

等
とう

を示
しめ

す「対応
たいおう

要領
ようりょう

」「対応
たいおう

指針
しし ん

」の作成
さくせい

にかかる責務
せきむ

は次
つぎ

のとお

りです。 

 職員
しょくいん

対応
たいおう

要領
ようりょう

 事
じ

業者
ぎょうしゃ

のための対応
たいおう

指針
しし ん

国
くに

 法的
ほうてき

義務
ぎ む

 法的
ほうてき

義務
ぎ む

地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

 努力
どりょく

義務
ぎ む

  キ
き

 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

は、相談
そうだん

に的確
てきかく

に応
おう

ずるとともに、障
しょう

がいを

理由
りゆう

とする差別
さべつ

に関
かん

する紛争
ふんそう

の防止
ぼうし

又
また

は解決
かいけつ

を図
はか

ることができるよう

必要
ひつよう

な体制
たいせい

の整備
せいび

を図
はか

るものとします。 

⑶ 基本
きほ ん

方針
ほうしん

の概要
がいよう

  ア
あ

 基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

   ◆ 共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

には、障
しょう

がいのある方
かた

の社会
しゃかい

参加
さん か

等
とう

を制約
せいやく

して

いる社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

を取
と

り除
のぞ

くことが重要
じゅうよう

です。 

   ◆ 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

については、既
すで

に社会
しゃかい

の様々
さまざま

な場面
ばめん

において日
にち

常
じょう

的
てき

に実践
じっせん

されているものもあります。こうした取組
とりくみ

を広
ひろ

く社会
しゃかい

に

示
しめ

すことにより、障
しょう

がいに関
かん

する正
ただ

しい知識
ちしき

や理解
りかい

が深
ふか

まり、障
しょう

が

いのある方
かた

との建設的
けんせつてき

対話
たい わ

による相互
そうご

理解
りか い

が促進
そくしん

され、取組
とりくみ

の裾野
すその

が広
ひろ

がることを期待
きたい

します。 

  イ
い

 対象
たいしょう

範囲
はん い

   ◆ 対象
たいしょう

となる障
しょう

がいのある方
かた

    ○ 身体
しんたい

障
しょう

がい、知的
ちてき

障
しょう

がい、精神
せいしん

障
しょう

がい（発達
はったつ

障
しょう

がいを含
ふく

む。）

その他
た

の心身
しんしん

の機能
きのう

の障
しょう

がい（以下
い か

、「障
しょう

がい」と総称
そうしょう

する。）

がある方
かた

であって、障
しょう

がい及
およ

び社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

により継続的
けいぞくてき

に日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
う

ける状態
じょうたい

にある方
かた

です（障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

本
ほん

法
ほう

に規定
きてい

する障害者
しょうがいしゃ

）。 
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    ○ 「社会
しゃかい

モデル
も で る

（※）」の考
かんが

え方
かた

を踏
ふ

まえており、障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の

所持者
しょじしゃ

に限
かぎ

られません。 

    ○ 女性
じょせい

である障
しょう

がいのある方
かた

は、女性
じょせい

であることにより、更
さら

に複
ふく

合
ごう

的
てき

に困難
こんなん

な状 況
じょうきょう

に置
お

かれている場合
ばあい

があること、障
しょう

がい児
じ

に

は成人
せいじん

の障
しょう

がいのある方
かた

と異
こと

なる支援
しえん

の必要性
ひつようせい

があることに留
りゅう

意
い

する必要
ひつよう

があります。 

   ◆ 対象
たいしょう

となる事業者
じぎょうしゃ

    ○ 目的
もくてき

の営利
えいり

・非営利
ひ え い り

、個人
こじん

・法人
ほうじん

を問
と

わず、商 業
しょうぎょう

その他
た

の事業
じぎょう

を行
おこな

う方
かた

です。 

   ◆ 対象
たいしょう

分野
ぶん や

    ○ 日常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

。事業
じぎょう

主
ぬし

が労働者
ろうどうしゃ

に対
たい

して行
おこな

うも

のは障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよ う

推進法
すいしんほう

の規定
きてい

によります。 

ウ
う

 不当
ふと う

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
きんし

   ＜基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

＞ 

    正当
せいとう

な理由
りゆう

なく、障
しょう

がいを理由
りゆう

として、財
ざい

・サービス
さ ー び す

や各種
かくしゅ

機会
きか い

の

提供
ていきょう

の拒
きょ

否
ひ

又
また

は提供
ていきょう

に当
あ

たっての場所
ばしょ

等
とう

の制限
せいげん

、障
しょう

がいのない方
かた

に

対
たい

して付
ふ

さない条件
じょうけん

を付
つ

けることなどにより、権利
けんり

利益
りえ き

を侵害
しんがい

するこ

とを禁止
きんし

します。 

※ 社会
しゃかい

モデル
も で る

  障
しょう

がいのある方
かた

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

等
とう

において受
う

ける制限
せいげん

は、身体
しんたい

障
しょう

がい、知的
ちて き

障
しょう

がい、

精神
せいしん

障
しょう

がい（発達
はったつ

障
しょう

がいを含
ふく

む。）その他
た

の心身
しんしん

の機能
きの う

の障
しょう

がい（難病
なんびょう

に起因
きい ん

する障
しょう

がいを含
ふく

む。）のみに起因
きい ん

するものではなく、社会
しゃかい

における様々
さまざま

な障壁
しょうへき

（人々
ひとびと

の偏
へん

見
けん

な

ど）と相対
あいたい

することによって生
しょう

ずるもの、という考
かんが

え方
かた

です。 
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◆ 留意点
りゅういてん

○ 障
しょう

がいのある方
かた

を優
ゆう

遇
ぐう

する取扱
とりあつか

いなど、必要
ひつよう

な特別
とくべつ

な措置
そ ち

は、

不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いではありません。 

○ 正当
せいとう

な理由
りゆう

の判断
はんだん

の視点
してん

● 当該
とうがい

取扱
とりあつか

いが客観的
きゃっかんてき

に見
み

て正当
せいとう

な目的
もくてき

の下
もと

に行
おこな

われ、その

目的
もくてき

に照
て

らしてやむを得
え

ない場合
ばあい

。 

● 個別
こべ つ

の事案
じあん

ごとに、具体的
ぐたいてき

場面
ばめ ん

や状 況
じょうきょう

に応
おう

じて、障
しょう

がいの

ある方
かた

等
とう

の権利
けんり

利益
りえ き

（安全
あんぜん

の確保
かくほ

、財産
ざいさん

の保全
ほぜん

など）等
とう

の観点
かんてん

か

ら総合的
そうごうてき

、客観的
きゃっかんてき

に判断
はんだん

します。 

  エ
え

 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

   ＜基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

＞ 

    障
しょう

がいのある方
かた

から現
げん

に社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を必要
ひつよう

とする旨
むね

の意思
い し

の表明
ひょうめい

があった場合
ばあい

において、その障壁
しょうへき

を除去
じょきょ

するために、障
しょう

がい

のある方
かた

の権利
けんり

利益
りえ き

を侵害
しんがい

せず、実施
じっし

に伴
ともな

う負担
ふたん

が過重
かじゅう

でない範囲
はんい

で

行
おこな

う配慮
はいりょ

のことです。 

   ◆ 留意点
りゅういてん

○ 具体的
ぐたいてき

な場面
ばめん

や状 況
じょうきょう

に応
おう

じて異
こと

なり、多様
たよう

かつ個別性
こべつせい

が高
たか

く、

柔軟
じゅうなん

に対応
たいおう

がなされるものです。 

○ 意思
い し

の表明
ひょうめい

は、言語
げんご

（手話
しゅわ

を含
ふく

む）のほか、点字
てんじ

や筆談
ひつだん

、身振
み ぶ

り

手振
て ぶ

り等
とう

による合図
あいず

、触覚
しょっかく

による意思
い し

伝達
でんたつ

などの必要
ひつよう

な手段
しゅだん

によ

り行
おこな

われます。また、通
つう

訳者
やくしゃ

や障
しょう

がいのある方
かた

の家族
かぞく

等
とう

コ
こ

ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

を支援
しえん

する方
かた

が行
おこな

うものも含
ふく

みます。 

○ 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

とする障
しょう

がいのある方
かた

が多数
たすう

見込
み こ

まれる場合
ばあい

、

またそれらの方
ほう

との関係性
かんけいせい

が長期
ちょうき

にわたる場合
ばあい

等
とう

には、中
ちゅう

・長期的
ちょうきてき

なコスト
こ す と

の削減
さくげん

・効率化
こうりつか

に繋
つな

がる点
てん

から、後述
こうじゅつ

の環境
かんきょう

の整備
せいび

を
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考慮
こうりょ

に入
い

れることが重要
じゅうよう

です。 

○ 過重
かじゅう

な負担
ふたん

について、行政
ぎょうせい

機関
きか ん

等
とう

及
およ

び事
じ

業者
ぎょうしゃ

は個別
こべつ

の事案
じあん

ごと

に、以下
い か

の要素
ようそ

を考慮
こうりょ

し、具体的
ぐたいてき

場面
ばめ ん

や状 況
じょうきょう

に応
おう

じて総合的
そうごうてき

・客
きゃっ

観
かん

的
てき

に判断
はんだん

します。 

● 事業
じぎょう

・事務
じ む

への影響
えいきょう

の程度
ていど

 ● 費用
ひよ う

・負担
ふたん

の程度
ていど

● 物理的
ぶつりてき

・技術的
ぎじゅつてき

・人的制約
せいやく

 ● 体制上
たいせいじょう

の制約
せいやく

 など 

  オ
お

 行政
ぎょうせい

機関
きか ん

等
とう

及
およ

び事
じ

業者
ぎょうしゃ

が講
こう

ずべき基本的
きほんてき

な事項
じこう

   ◆ 対応
たいおう

要領
ようりょう

の作成
さくせい

    ○ 基本
きほ ん

方針
ほうしん

に即
そく

して、国
くに

の行政
ぎょうせい

機関
きか ん

等
とう

は、職員
しょくいん

の取組
とりくみ

に資
し

する

ための「対応
たいおう

要領
ようりょう

」を作成
さくせい

します。 

○ 国
くに

の行政
ぎょうせい

機関
きか ん

等
とう

は、職員
しょくいん

が遵守
じゅんしゅ

すべき服務
ふくむ

規律
きり つ

の一環
いっかん

として

定
さだ

め、差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

い及
およ

び合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の具体例
ぐたいれい

や相談
そうだん

窓口
まどぐち

、職員
しょくいん

の

研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

の確保
かくほ

等
とう

について明記
めいき

します。 

○ 地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

は地方
ちほう

分権
ぶんけん

の観点
かんてん

から対応
たいおう

要領
ようりょう

の作成
さくせい

が努力
どりょく

義務
ぎ む

とされており、これを作成
さくせい

する場合
ばあい

は、国
くに

の対応
たいおう

要領
ようりょう

に準
じゅん

じ

ることが期待
きたい

されます。 

   ◆ 対応
たいおう

指針
しし ん

の作成
さくせい

    ○ 基本
きほ ん

方針
ほうしん

に即
そく

して、主務
しゅむ

大臣
だいじん

は、事
じ

業者
ぎょうしゃ

の取組
とりくみ

に資
し

するための

「対応
たいおう

指針
しし ん

」を作成
さくせい

します。 

    ○ 事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、対応
たいおう

指針
しし ん

を参考
さんこう

として、取組
とりくみ

を主体的
しゅたいてき

に進
すす

めること

が期待
きたい

されます。 

カ
か

 その他
た

障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する重要
じゅうよう

事項
じこ う

   ◆ 環境
かんきょう

の整備
せいび

    ○ 行政
ぎょうせい

機関
きか ん

等
とう

及
およ

び事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を的確
てきかく

に行
おこな

うため、不
ふ

特定
とくてい

多数
たす う

の障
しょう

がいのある方
かた

を主
おも

な対象
たいしょう

として行
おこな

う事前的
じぜんてき

改善
かいぜん
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措置
そ ち

（バリアフリー
ば り あ ふ り ー

法
ほう

に基
もと

づく公共
こうきょう

施設
しせ つ

や交
こう

通
つう

機関
きかん

のバ
ば

リ
り

ア
あ

フ
ふ

リ
り

ー
ー

化
か

、意思
い し

表示
ひょうじ

やコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

を支援
しえん

するためのサービス
さ ー び す

、

介助者
かいじょしゃ

等
とう

の人的
じんてき

支援
しえ ん

、障
しょう

がいのある方
かた

による円滑
えんかつ

な情報
じょうほう

の取
しゅ

得
とく

・利用
りよう

・発信
はっしん

のための情報
じょうほう

アクセシビリティ
あ く せ し び り て ぃ

の向上
こうじょう

など）に

ついても、実施
じっし

に努
つと

めることとします。 

    ○ 新
あたら

しい技術
ぎじゅつ

開発
かいはつ

が環境
かんきょう

整備
せい び

に係
かか

る投資
とうし

負担
ふた ん

の軽減
けいげん

をもたらす

ことがあるため、技術
ぎじゅつ

進歩
しん ぽ

の動向
どうこう

を踏
ふ

まえた取組
とりくみ

が期待
きたい

されます。 

○ 職員
しょくいん

に対
たい

する研修
けんしゅう

等
とう

のソフト面
そ ふ と め ん

の対応
たいおう

も含
ふく

まれることが重要
じゅうよう

です。 

   ◆ 相談
そうだん

及
およ

び紛争
ふんそう

の防止
ぼうし

等
とう

のための体制
たいせい

の整備
せいび

    ○ 新
あら

たな機関
きかん

を設置
せっち

せず既存
きそん

の機関
きかん

を活用
かつよう

し、充実
じゅうじつ

することとし

ます。 

○ 行政
ぎょうせい

機関
きか ん

等
とう

は相談
そうだん

窓口
まどぐち

を明確化
めいかくか

し、相談
そうだん

や紛争
ふんそう

解決
かいけつ

などに対応
たいおう

する体制
たいせい

を整備
せいび

します（事
じ

業者
ぎょうしゃ

は各 省 庁
かくしょうちょう

が定
さだ

める対応
たいおう

指針
しし ん

に基
もと

づき相談
そうだん

窓口
まどぐち

の体制
たいせい

を整備
せいび

します）。 

   ◆ 啓発
けいはつ

活動
かつどう

    ○ 内閣府
ないかくふ

を中心
ちゅうしん

に関係
かんけい

行政
ぎょうせい

機関
きか ん

等
とう

が連携
れんけい

し、障
しょう

がいを理由
りゆう

とす

る差別
さべつ

の解消
かいしょう

について、地域
ちいき

住民
じゅうみん

等
とう

の関心
かんしん

と理解
りかい

を深
ふか

めるとと

もに、特
とく

に障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

を妨
さまた

げている諸要因
しょよういん

の解消
かいしょう

を図
はか

るため、必要
ひつよう

な啓発
けいはつ

活動
かつどう

を行
おこな

います。 

○ 行政
ぎょうせい

機関
きか ん

等
とう

は、職員
しょくいん

一人
ひと り

ひとりが障
しょう

がいのある方
かた

に対
たい

して適
てき

切
せつ

に対応
たいおう

し、障
しょう

がいのある方
かた

やその家族
かぞく

からの相談
そうだん

等
とう

にも的確
てきかく

に

対応
たいおう

するよう、研修
けんしゅう

等
とう

を通
つう

じて職員
しょくいん

の障
しょう

がいに関
かん

する理解
りかい

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

○ 事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、障
しょう

がいのある方
かた

に対
たい

して適切
てきせつ

に対応
たいおう

し、また、障
しょう
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がいのある方
かた

やその家族
かぞく

からの相談
そうだん

等
とう

にも的確
てきかく

に対応
たいおう

するよう、

研修
けんしゅう

等
とう

を通じて、障
しょう

がいに関
かん

する理解
りかい

促進
そくしん

に努
つと

めます。 

   ◆ 障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消
かいしょう

支援
しえ ん

地域協
ちいききょう

議会
ぎか い

の設置
せっち

    ○ 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

は、様々
さまざま

な機関
きかん

が地域
ちいき

の実情
じつじょう

に応
おう

じた差
さ

別
べつ

の解消
かいしょう

のための取組
とりくみ

を主体的
しゅたいてき

に行
おこな

うネットワーク
ね っ と わ ー く

として障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

支
し

援
えん

地
ち

域
いき

協
きょう

議
ぎ

会
かい

を組織
そしき

することができます。 
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3 札幌市
さっぽろし

のこれまでの取組
とりくみ

札幌市
さっぽろし

は、市民
しみん

誰
だれ

もが互
たが

いに人格
じんかく

と個性
こせい

を尊重
そんちょう

し支
ささ

え合
あ

う共生
きょうせい

社会
しゃかい

の

実現
じつげん

を基本
きほん

理念
りね ん

に、下記
か き

のような取組
とりくみ

を進
すす

めています（さっぽろ障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

からの抜粋
ばっすい

）。 

ア
あ

 理解
りか い

促進
そくしん

分野
ぶん や

  ◆ 啓発
けいはつ

・広報
こうほう

活動
かつどう

、福祉
ふくし

教育
きょういく

などの推進
すいしん

    ○ 出前
でま え

講座
こう ざ

や普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

冊子
さっ し

等
とう

を活用
かつよう

した啓発
けいはつ

・広報
こうほう

     ⇒ 地域
ちい き

に出向
で む

いて障
しょう

がい福祉
ふくし

に関
かん

する取組
とりくみ

を紹
しょう

介
かい

することで、

市民
しみん

の皆
みな

さんと情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を行
おこな

い、障
しょう

がい福祉
ふくし

について一緒
いっしょ

に考
かんが

えています。 

       また、普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

冊子
さっ し

を様々
さまざま

な機会
きかい

で配布
はいふ

することにより、障
しょう

がい者
しゃ

理解
りかい

の促進
そくしん

を図
はか

っています。 

    ○ 福祉
ふく し

教育
きょういく

のための教材
きょうざい

の作成
さくせい

・配布
はいふ

（福祉
ふくし

読本
どくほん

など） 

     ⇒ 学校
がっこう

教育
きょういく

において障
しょう

がいのある方
かた

に対
たい

する理解
りかい

を深
ふか

めても

らうため、福祉
ふくし

読本
どくほん

を作成
さくせい

し、市内
しない

の小学校
しょうがっこう

に配布
はいふ

しています。 

 ・ 心
こころ

のバリアフリーガイド
ば り あ ふ り ー が い ど

 ・ 知的
ちて き

障
しょう

がいのある方
かた

との

 ・ 虎
とら

の巻
まき

シリーズ
し り ー ず

（発達
はったつ

障
しょう

がいのある人
ひと

の支援
しえん

について）

 ・ 知的
ちてき

障
しょう

がい理解
りかい

促進
そくしん

D V D
でぃーぶいでぃー

など 

札幌市
さっぽろし

で発行
はっこう

している障
しょう

がいに関
かん

する普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

冊子
さっ し

等
とう
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    ○ 障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

記念
きね ん

事業
じぎょう

の実施
じっし

     ⇒ 札幌
さっぽろ

市民
しみ ん

の障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふくし

についての関心
かんしん

と理解
りかい

を深
ふか

めると

ともに、障
しょう

がい者
しゃ

の社会
しゃかい

参加
さん か

の更
さら

なる促進
そくしん

を図
はか

るため、札幌市
さっぽろし

は障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

（12月
がつ

３～９日
にち

）の期間中
きかんちゅう

、啓発
けいはつ

事業
じぎょう

等
とう

を行
おこな

っ

ています。 

 ◆ 公共
こうきょう

サービス
さ ー び す

従事者
じゅうじしゃ

などに対
たい

する理解
りかい

促進
そくしん

   ○ 障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

の講師
こうし

派遣
はけ ん

    ⇒ 障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

を講師
こうし

として養成
ようせい

・登録
とうろく

し、その講師
こうし

の方
かた

を学校
がっこう

、  

企業
きぎょう

等
とう

に派遣
はけん

して、講義
こうぎ

やディスカッション
で ぃ す か っ し ょ ん

等
とう

を行
おこな

う機会
きかい

を拡
かく

充
じゅう

することで、障
しょう

がいのある方
かた

に対
たい

する理解
り か い

促進
そくしん

を図
はか

っています。

イ
い

 生活
せいかつ

環境
かんきょう

分野
ぶん や

   ◆ バリアフリー
ば り あ ふ り ー

に基
もと

づくまちづくりの推進
すいしん

    ○ 優
やさ

しさと思
おも

いやりのバリアフリー
ば り あ ふ り ー

の推進
すいしん

     ⇒ 新
あら

たな施設
しせつ

を整備
せいび

する際
さい

に、障
しょう

がいのある方
かた

や高齢者
こうれいしゃ

の力
ちから

を借
か

りて、人
ひと

の目
め

や感覚
かんかく

で確認
かくにん

していく「公共
こうきょう

施設
しせ つ

のバ
ば

リ
り

ア
あ

フ
ふ

リ
り

ー
ー

チ
ち

ェ
ぇ

ッ
っ

ク
く

シ
し

ス
す

テ
て

ム
む

」を実施
じっし

しています。 

    ○ 新
しん

・札幌市
さっぽろし

バリアフリー
ば り あ ふ り ー

基本
きほ ん

構想
こうそう

（※）に基
もと

づく整備
せいび

推進
すいしん

     ⇒ 全
すべ

ての人々
ひとびと

が安心
あんしん

して暮
く

らし、分
わ

け隔
へだ

て無
な

く社会
しゃかい

活動
かつどう

に参加
さんか

できるまちづくりを目指
め ざ

し、総合的
そうごうてき

かつ一体的
いったいてき

なバリアフリー
ば り あ ふ り ー

化
か

を促進
そくしん

しています。 

※ 新
しん

・札幌市
さっぽろし

バリアフリー
ば り あ ふ り ー

基本
きほ ん

構想
こうそう

（平成
へいせい

21年
ねん

3月
がつ

策定
さくてい

） 

全
すべ

ての人々
ひとびと

が安心
あんしん

に暮
く

らし、分
わ

け隔
へだ

て無
な

く社会
しゃかい

活動
かつどう

に参加
さん か

できるまちづくりを目指
め ざ

し、

総合的
そうごうてき

かつ一体的
いったいてき

なバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

をさらに促進
そくしん

するために、平成
へいせい

18年
ねん

12月
がつ

に施行
しこ う

さ

れた「高齢者
こうれいしゃ

、障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の移動
いど う

等
とう

の円滑化
えんかつか

の促進
そくしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」（バリアフリー
ば り あ ふ り ー

新法
しんぽう

）

に基
もと

づき策定
さくてい

したものです。 
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○ 地下鉄
ち か て つ

・市電
しでん

における安全
あんぜん

対策
たいさく

等
とう

     ⇒ 地下鉄
ち か て つ

駅
えき

ホーム
ほ ー む

に可動式
かどうしき

ホーム
ほ ー む

柵
さく

を設置
せっち

し、ホーム
ほ ー む

からの旅
りょ

客
かく

転
てん

落
らく

事
じ

故
こ

や列車
れっしゃ

接触
せっしょく

事故
じ こ

などを防止
ぼうし

することに努
つと

め、障
しょう

が

いのある方
かた

や高齢者
こうれいしゃ

等
とう

が安全
あんぜん

で安心
あんしん

して地下鉄
ち か て つ

を利用
りよう

できるよ

う取組
とりくみ

を進
すす

めています。 

       また、路面
ろめん

電車
でんしゃ

停 留 場
ていりゅうじょう

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

・新
しん

型
がた

低
てい

床
しょう

車
しゃ

両
りょう

導
どう

入
にゅう

など、全
すべ

ての人
ひと

にやさしい施設
しせつ

整備
せい び

を行
おこな

っています。 

    ○ 安全
あんぜん

な自転車
じてんしゃ

利用
りよ う

環境
かんきょう

の推進
すいしん

     ⇒ 「自転車
じてんしゃ

走行
そうこう

空間
くうかん

の明確化
めいかくか

」、「総合的
そうごうてき

な駐輪
ちゅうりん

対策
たいさく

の推進
すいしん

」、「ル
る

ー
ー

ル
る

・マナー
ま な ー

の効果的
こうかてき

な周知
しゅうち

と啓発
けいはつ

」などの取組
とりくみ

により、歩道
ほどう

上
じょう

における歩
ほ

行者
こうしゃ

との交錯
こうさく

や迷惑
めいわく

駐輪
ちゅうりん

による歩行
ほこう

環境
かんきょう

の悪化
あっか

な

どの課題
かだい

を解
かい

消
しょう

し、自転車
じてんしゃ

・歩
ほ

行者
こうしゃ

・自動車
じどうしゃ

それぞれが安心
あんしん

・

安全
あんぜん

に通行
つうこう

できる環境
かんきょう

を実現
じつげん

します。 

   ◆ 住
す

まいの確保
かくほ

   ○ 住宅
じゅうたく

確保
かく ほ

要配慮者
ようはいりょしゃ

に対
たい

する居住
きょじゅう

の安定
あんてい

確保
かく ほ

の取組
とりくみ

⇒ 市営
しえ い

住宅
じゅうたく

抽選
ちゅうせん

時
じ

の優遇
ゆうぐう

や、あんしん賃貸
ちんたい

支援
しえ ん

事業
じぎょう

（※）の

普及
ふきゅう

などにより、公的
こうてき

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

と民間
みんかん

住宅
じゅうたく

の全体
ぜんたい

で住宅
じゅうたく

セ
せ

ー
ー

フ
ふ

テ
て

ィ
ぃ

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

を構築
こうちく

し、障
しょう

がいのある方
かた

などの居住
きょじゅう

の安定
あんてい

確保
かく ほ

を目指
め ざ

しています。 

※ あんしん賃貸
ちんたい

支援
しえ ん

事業
じぎょう

  北海道
ほっかいどう

で行
おこな

っている事業
じぎょう

で、高齢者
こうれいしゃ

、障がい者
しゃ

、外国人
がいこくじん

及
およ

び子育
こそ だ

て世帯
せた い

の民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住
じゅう

宅
たく

への入居
にゅうきょ

を支援
しえ ん

する事業
じぎょう

です。 

道内
どうない

の高齢者
こうれいしゃ

、障
しょう

がい者
しゃ

、外国人
がいこくじん

、子育
こそ だ

て世帯
せた い

の入
にゅう

居
きょ

を受
う

け入
い

れる民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

に

関
かん

する情報
じょうほう

や、入居者
にゅうきょしゃ

とオーナー
お ー な ー

が安心
あんしん

して賃貸借
ちんたいしゃく

契約
けいやく

を結
むす

んでもらえるよう、居住
きょじゅう

に関
かん

する各種
かくしゅ

サポート
さ ぽ ー と

（居住
きょじゅう

支援
しえ ん

サービス
さ ー び す

）の情報
じょうほう

を提
てい

供
きょう

します。 
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ウ
う

 教育
きょういく

・発達
はったつ

支援
しえ ん

分野
ぶん や

◆ 早期
そう き

療育
りょういく

の充実
じゅうじつ

    ○ 障
しょう

がい児
じ

保育
ほいく

巡回
じゅんかい

指導
しど う

     ⇒ 保育
ほい く

が必要
ひつよう

な心身
しんしん

に障
しょう

がいのある児童
じどう

を、障
しょう

がいのない児童
じどう

とともに集団
しゅうだん

保育
ほい く

をすることにより、成長
せいちょう

発達
はったつ

を促進
そくしん

するとと

もに児童
じどう

福祉
ふく し

の増進
ぞうしん

を図
はか

っています。実施
じっし

保育所
ほいくじょ

に対
たい

し、障
しょう

が

い児
じ

保育
ほいく

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るため、札幌市
さっぽろし

は巡回
じゅんかい

指導
しど う

を行
おこな

い、必要
ひつよう

に

応
おう

じて保育者
ほいくしゃ

または保護者
ほ ご し ゃ

への指導
しどう

、助言
じょげん

を行
おこな

っています。 

   ◆ 学校
がっこう

教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

    ○ 一人一人
ひとり ひ と り

が学
まな

び育
そだ

つための教育的
きょういくてき

支援
しえ ん

の充実
じゅうじつ

     ⇒ 特別
とくべつ

な教育的
きょういくてき

支援
しえ ん

を必要
ひつよう

とする児童
じどう

生徒
せい と

が個々
こ こ

のもつ力
ちから

を

最大限
さいだいげん

発揮
はっ き

できるよう、「サポートファイル
さ ぽ ー と ふ ぁ い る

さっぽろ（※1）」や、

「学
まな

びのサポーター
さ ぽ ー た ー

（※2）」の活用
かつよう

により一人一人
ひとり ひ と り

に応
おう

じた教育
きょういく

的
てき

支援
しえ ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

っています。 

○ 地域
ちいき

で学
まな

び育
そだ

つための教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せいび

     ⇒ 特別
とくべつ

な教育的
きょういくてき

支援
しえ ん

を必要
ひつよう

とする児童
じどう

生徒
せい と

が身近
みぢか

な地域
ちいき

で適切
てきせつ

な支援
しえん

を受
う

けることができるよう、特別
とくべつ

支援
しえ ん

学級
がっきゅう

や通級
つうきゅう

指導
しど う

教室
きょうしつ

（※3）の整備
せいび

を推進
すいしん

しています。 

※1 サポートファイル
さ ぽ ー と ふ ぁ い る

さっぽろ 

   札幌市
さっぽろし

が作成
さくせい

したファイル
ふ ぁ い る

で、保護者
ほ ご し ゃ

が子
こ

どもの成長
せいちょう

を記録
きろ く

し、関係者
かんけいしゃ

がその子
こ

ど

もの個性
こせ い

や特徴
とくちょう

、これまでの発達
はったつ

の経過
けい か

を共通
きょうつう

理解
りか い

するためのものです。 

※2 学
まな

びのサポーター
さ ぽ ー た ー

   特別
とくべつ

な教育的
きょういくてき

支援
しえ ん

を必要
ひつよう

とする児童
じど う

生徒
せい と

に対
たい

して、教員
きょういん

の補助
ほじ ょ

として、学校
がっこう

生活
せいかつ

及
およ

び学習
がくしゅう

を行
おこな

ううえで必要
ひつよう

となる支援
しえ ん

を行
おこな

う有償
ゆうしょう

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

のことです。 

※3 通級
つうきゅう

指導
しど う

教室
きょうしつ

小学校
しょうがっこう

・中学校
ちゅうがっこう

の通常
つうじょう

の学級
がっきゅう

に在籍
ざいせき

している障
しょう

がいの軽
かる

い児童
じど う

生徒
せい と

が、ほとん

どの授業
じゅぎょう

を通常
つうじょう

の学級
がっきゅう

で受
う

けながら、一部
いち ぶ

の指導
しど う

を特別
とくべつ

な場
ば

で受
う

ける制度
せい ど

です。札
さっ

幌
ぽろ

市
し

では、言語
げん ご

障
しょう

がい、難聴
なんちょう

、弱視
じゃくし

及
およ

び発達
はったつ

障
しょう

がい等
とう

の通級
つうきゅう

指導
し ど う

教室
きょうしつ

を設置
せっ ち

しています。
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  エ
え

 情報
じょうほう

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

分野
ぶん や

   ◆ 情報
じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

    ○ 点字
てん じ

・音声
おんせい

による情報
じょうほう

提供
ていきょう

     ⇒ 視覚
しか く

に障
しょう

がいのある方
かた

のために、広報
こうほう

さっぽろの点字版
てんじばん

「点字
てんじ

さっぽろ」、録音版
ろくおんばん

「声
こえ

のさっぽろ」を発行
はっこう

するなど、市政
しせい

情報
じょうほう

の点字
てんじ

・音声
おんせい

による情報
じょうほう

提供
ていきょう

の充
じゅう

実
じつ

に努
つと

めています。 

   ○ 様々
さまざま

な障
しょう

がいに配慮
はいりょ

した情報
じょうほう

提供
ていきょう

    ⇒ 特
とく

に、障
しょう

がい福祉
ふくし

に関
かん

するパンフレット
ぱ ん ふ れ っ と

やガイドブック
が い ど ぶ っ く

などは、

分
わ

かりやすい表現
ひょうげん

に心
こころ

がけ、漢字
かんじ

へのルビ
る び

、専門用語
せんもんようご

等
とう

への注
ちゅう

釈
しゃく

、二次元
に じ げ ん

コード
こ ー ど

を付
つ

けるなど、読
よ

みやすくする工夫
くふう

に努
つと

めてい

ます。 
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４ 障
しょう

がいを理由
りゆ う

とする差別
さべ つ

を解
かい

消
しょう

するための札幌市
さっぽろし

の新
あら

たな取組
とりくみ

  札幌市
さっぽろし

は、前述
ぜんじゅつ

のとおり、共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けて既
すで

にさまざまな取
とり

組
くみ

を進
すす

めていますが、今後
こんご

も着実
ちゃくじつ

にこれらの取組
とりくみ

を進
すす

めるとともに、障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

において地方
ちほう

自治体
じ ち た い

に求
もと

められている以下
い か

の事項
じこう

について新
あら

たに取
と

り組
く

んでいきます。 

⑴ 環 境
かんきょう

の整備
せいび

  ア 障
しょう

がいのある方
かた

のコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえ ん

    障
しょう

がいのある方
かた

とのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

においては、聴 覚 障
ちょうかくしょう

がい

のある方
かた

には手話
しゅわ

や要約
ようやく

筆記
ひっ き

などの文字
も じ

表示
ひょうじ

、視覚障
しかくしょう

がいのある方
かた

に

は点字
てんじ

や音訳
おんやく

、盲
もう

ろうの方
かた

には触手話
しょくしゅわ

や指
ゆび

文字
も じ

、知的障
ちてきしょう

がいのある方
かた

に

は平易
へいい

な言葉遣
ことばづか

いやルビ
る び

をふるなどといった、障
しょう

がい種別
しゅべつ

によって

情
じょう

報
ほう

を入手
にゅうしゅ

できる手段
しゅだん

に違
ちが

いがあります。 

また、外見
がいけん

からは障
しょう

がいがあることがわからない方
かた

、言葉
ことば

が話
はな

せな

い方
かた

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

が苦手
にがて

な方
かた

など、障
しょう

がい特性
とくせい

についても留
りゅう

意
い

する必要
ひつよう

があります。 

    札幌市
さっぽろし

では、障
しょう

がいのある方
かた

のコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえ ん

として、以
い

下
か

のことに取
と

り組
く

んでいきます。 

◆ 障
しょう

がいのある方
かた

の情報
じょうほう

入手
にゅうしゅ

やコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

には、前述
ぜんじゅつ

のとおり障
しょう

がい種別
しゅべつ

やその特性
とくせい

により違
ちが

いがあるため、コ
こ

ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

手
しゅ

段
だん

を利用
りよう

しやすい環境
かんきょう

づくりを促進
そくしん

するため、条
じょう

例
れい

制
せい

定
てい

を検討
けんとう

し、実効性
じっこうせい

の確保
かくほ

を目指
め ざ

します。 

◆ 札幌
さっぽろ

市政
しせ い

等
とう

に関
かん

する情報
じょうほう

を、障
しょう

がいのある方
かた

などに対
たい

してわか

りやすく提供
ていきょう

するため、市政
しせい

等
とう

資料
しりょう

印刷物
いんさつぶつ

作成
さくせい

ガイドライン
が い ど ら い ん

の改正
かいせい

を検討
けんとう

します。 
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◆ 各区
かく く

の窓口
まどぐち

等
とう

において、市民
しみん

とのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

をより円滑
えんかつ

に行
おこな

うため、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえ ん

ツール
つ ー る

（コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえ ん

ボード
ぼ ー ど

（※1）など）の導入
どうにゅう

を検討
けんとう

します。 

◆ 外見
がいけん

からは障
しょう

がいのあることがわからない方
かた

などに対
たい

し、札幌
さっぽろ

市
し

民
みん

全体
ぜんたい

で合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を提
てい

供
きょう

しやすくする環境
かんきょう

づくりのため、ヘ
へ

ル
る

プ
ぷ

マ
ま

ー
ー

ク
く

（※2）等
とう

の制度
せいど

導入
どうにゅう

を検討
けんとう

します。 

 イ ユニバーサルデザイン
ゆ に ば ー さ る で ざ い ん

を意識
いしき

した取組
とりくみ

の検討
けんとう

障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

において努力
どりょく

義務
ぎ む

とされている「環境
かんきょう

の整備
せいび

」

については、福祉
ふくし

のまちづくり条例
じょうれい

に基
もと

づく施設
しせつ

整備
せい び

マニュアル
ま に ゅ あ る

によ

る公共
こうきょう

施設
しせ つ

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

等
とう

を着実
ちゃくじつ

に進
すす

めているところです。 

また、今後
こんご

、障
しょう

がいのある方
かた

や高齢
こうれい

の方
かた

はもちろんのこと、子
こ

ども

や妊産婦
にんさんぷ

、外国人
がいこくじん

など、全
すべ

ての人々
ひとびと

にとって利用
りよう

しやすいといった視点
してん

が求
もと

められることから、施設
しせつ

等
とう

の設計
せっけい

や案内
あんない

表示
ひょうじ

の方法
ほうほう

を工夫
くふう

するなど、

最初
さいしょ

から多
おお

くの人
ひと

の多様
たよう

なニーズ
に ー ず

を反映
はんえい

する考
かんが

え方
かた

である、ユ
ゆ

ニ
に

バ
ば

ー
ー

サ
さ

ル
る

デ
で

ザ
ざ

イ
い

ン
ん

を意識
いしき

した取組
とりくみ

の検討
けんとう

を進
すす

めていきます。 

※1 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえ ん

ボード
ぼ ー ど

話
はな

し言葉
こと ば

によるコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

が苦手
にが て

な障
しょう

がいのある方
かた

のために開発
かいはつ

された

もので、写真
しゃしん

や絵
え

が描
えが

かれているコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえ ん

ボード
ぼ ー ど

を見
み

せて、写真
しゃしん

や絵
え

を

指差
ゆび さ

ししてもらうことでコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

を図
はか

るものです。 

※2 ヘルプマーク
へ る ぷ ま ー く

平成
へいせい

24年
ねん

10月
がつ

に東京都
とうきょうと

が作成
さくせい

したもので、援助
えんじょ

や配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

としていることが外
がい

見
けん

からは分
わ

からない方
かた

などが、ストラップ型
す と ら っ ぷ が た

のマーク
ま ー く

を普段
ふだ ん

から身
み

に着
つ

けておくこと

で、援助
えんじょ

等
とう

を得
え

やすくするものです。都営
とえ い

地下鉄
ち か て つ

等
とう

においては、優先席
ゆうせんせき

を利用
りよ う

しやす

くするよう、配慮
はいりょ

をよびかけるステッカー
す て っ か ー

を表示
ひょうじ

するなどの活用
かつよう

がなされています。
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⑵ 職 員
しょくいん

対応
たいおう

要領
ようりょう

の作成
さくせい

障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

では、地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

における「職員
しょくいん

対応
たいおう

要領
ようりょう

」

の作成
さくせい

は地方
ちほう

分権
ぶんけん

の観点
かんてん

から努力
どりょく

義務
ぎ む

とされています。 

札幌市
さっぽろし

では、多
おお

くの職員
しょくいん

が各区
かくく

役所
やくしょ

の窓口
まどぐち

等
とう

において障
しょう

がいのある

方
かた

と接
せっ

する機会
きかい

が多
おお

く、率先
そっせん

して「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

」等
とう

に取
と

り組
く

む必
ひつ

要
よう

があることから、「共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた札幌市
さっぽろし

職員
しょくいん

の接遇
せつぐう

要領
ようりょう

」

（以下
い か

、「接遇
せつぐう

要領
ようりょう

」という。）を定
さだ

めます。 

接遇
せつぐう

要領
ようりょう

では、障
しょう

がいのある方
かた

に対
たい

する接遇
せつぐう

の姿勢
しせい

や、札幌市
さっぽろし

役所
やくしょ

内
ない

部
ぶ

の相談
そうだん

体制
たいせい

、職員
しょくいん

の研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

の機会
きかい

の確保
かくほ

等
とう

を記載
きさい

し、服務
ふくむ

規律
きり つ

の

一環
いっかん

として札幌市
さっぽろし

の全職員
ぜんしょくいん

がこの内規
ないき

に沿
そ

った対応
たいおう

を行
おこな

います。 

この接遇
せつぐう

要領
ようりょう

と、各 省 庁
かくしょうちょう

が定
さだ

める事業者
じぎょうしゃ

が個別
こべつ

の場面
ばめん

において適切
てきせつ

な対応
たいおう

・判断
はんだん

をするための対応
たいおう

指針
しし ん

を併
あわ

せて広
ひろ

く札幌
さっぽろ

市民
しみ ん

に周知
しゅうち

を図
はか

り、

努力
どりょく

義務
ぎ む

である民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

の「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

」の促進
そくしん

を目指
め ざ

します。

＜職員
しょくいん

への研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

＞ 

  ア 障
しょう

がい特性
とくせい

への理解
り か い

を深
ふか

め、後述
こうじゅつ

する研修
けんしゅう

等
とう

の積極的
せっきょくてき

な受講
じゅこう

に努
つと

める。

  イ 新規
しん き

採用
さいよう

職員
しょくいん

研修
けんしゅう

及
およ

び一般
いっぱん

職
しょく

・役職者向
やくしょくしゃむ

けの研修
けんしゅう

にて障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

の趣旨
しゅし

や障
しょう

がい特性
とくせい

等
とう

に関
かん

する研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。 

  ウ 各職場
かくしょくば

において実施
じっし

する、新任
しんにん

職員
しょくいん

研修
けんしゅう

や服務
ふくむ

規律
きり つ

研修
けんしゅう

におい

て、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

の趣旨
しゅし

や障
しょう

がい特性
とくせい

、各職場
かくしょくば

における合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の事例
じれい

に関
かん

する研修
けんしゅう

を実施
じっし

する。 

 なお、学校
がっこう

等
とう

の教育
きょういく

機関
きか ん

では、幼児
ようじ

から高校生
こうこうせい

までの一定
いってい

の年齢層
ねんれいそう

に対
たい

して、継続的
けいぞくてき

に適切
てきせつ

な教育
きょういく

を行
おこな

う必要
ひつよう

があることから、障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

の趣旨
しゅし

を踏
ふ

まえた対応
たいおう

について、学校
がっこう

職員
しょくいん

等
とう

の一層
いっそう

の理解
りかい

が必要
ひつよう

となるため、教育
きょういく

委員会
いいんかい

では「札幌市
さっぽろし

立
りつ

学校
がっこう

職員
しょくいん

における対応
たいおう

要領
ようりょう

」

を別途
べっと

作成
さくせい

します。 
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⑶ 相談
そうだん

窓口
まどぐち

体制
たいせい

の明確化
めいかくか

障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

を効果的
こうかてき

に推進
すいしん

するには、障
しょう

がいの

ある方
かた

及
およ

びその家族
かぞく

その他
た

の関係者
かんけいしゃ

からの相談
そうだん

に的確
てきかく

に応
おう

じることが必
ひつ

要
よう

であり、これまでもさまざまな機関
きかん

が相談
そうだん

を受
う

けております。 

障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

でも、新
あら

たな機関
きかん

は設置
せっち

せずに、既存
きそん

の機関
きかん

等
とう

の

活用
かつよう

・充実
じゅうじつ

を図
はか

り、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に資
し

する体
たい

制
せい

を整備
せいび

するものとされていることから、以下
い か

の既存
きそん

の相談窓口
まどぐち

を1次
じ

的
てき

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

とし、さらに対応
たいおう

が必要
ひつよう

なケース
け ー す

は、「石
いし

狩
かり

圏
けん

域
いき

障
しょう

がい者
しゃ

が暮
く

らしやすい地域
ちいき

づくり委員会
いいんかい

」において、協議
きょうぎ

・あっせんを行
おこな

うことと

します。 

ア 1次的
じてき

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

◆ 障
しょう

がい者
しゃ

あんしん相談
そうだん

⇒ 障
しょう

がいのある方
かた

やその

家族
かぞ く

の方
かた

が地域
ちい き

で安心
あんしん

して

生活
せいかつ

できるよう、障
しょう

がいの

ある方
かた

の権利
けん り

擁護
よう ご

に関
かん

する

相談
そうだん

を中心
ちゅうしん

に相談
そうだん

に応
おう

じ

ています。 

◆ 相談
そうだん

支援
しえ ん

事業所
じぎょうしょ

⇒ 障
しょう

がいのある方
かた

に関
かん

す

る、日常
にちじょう

生活
せいかつ

のこと、福祉
ふく し

サービス
さ ー び す

の利用
りよ う

のこと、ご家
か

族
ぞく

や友人
ゆうじん

との人間
にんげん

関係
かんけい

のこ

となど、さまざまな相談
そうだん

に応
おう

じています。    など 

障
しょう

がいのある方
かた

の 

権利
けんり

や生活
せいかつ

に関
かん

する相談
そうだん

◆ 市民
しみ ん

の声
こえ

を聞
き

く課
か

◆ 各区
かくく

の広聴
こうちょう

係
かかり

 など

市政
しせい

や日常
にちじょう

生活
せいかつ

の困
こま

り 

ごとに関
かん

する相談
そうだん

いずれの相談
そうだん

窓口
まどぐち

も、その窓口
まどぐち

で

は問題
もんだい

が解決
かいけつ

できない場合
ばあい

があり

ます。その場合
ばあい

は、より専門的
せんもんてき

な相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

（弁護士会
べんご し か い

や消
しょう

費
ひ

者
しゃ

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

など）や権限
けんげん

のある機関
きかん

（法務局
ほうむきょく

や裁判所
さいばんしょ

など）を紹介
しょうかい

するなどの

役割
やくわり

を担
にな

っています。 
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  イ さらに対応
たいおう

が必要
ひつよう

な場合
ばあい

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

   ◆ 石
いし

狩
かり

圏
けん

域
いき

障
しょう

がい者
しゃ

が暮
く

らしやすい地域
ちいき

づくり委員会
いいんかい

北海道
ほっかいどう

障
しょう

がい者
しゃ

条例
じょうれい

に基
もと

づき、道内
どうない

の 14圏域
けんいき

に「障
しょう

がい者
しゃ

が暮
く

らしやすい地域
ちいき

づくり委員会
いいんかい

」を設置
せっち

し、市町村
しちょうそん

などと連携
れんけい

しなが

ら、障
しょう

がいのある方
かた

が受
う

けた差別
さべつ

や虐待
ぎゃくたい

などの解決
かいけつ

に向
む

けた協
きょう

議
ぎ

・あっせんを行
おこな

っています。 

     また、障
しょう

がいのある方
かた

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支
ささ

えるサービス
さ ー び す

や暮
く

らしづら

さに関
かん

する相談
そうだん

も受
う

けています。 

⑷ 障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

の趣旨
しゅし

の普及
ふきゅう

、啓発
けいはつ

これまでの共生
きょうせい

社会
しゃかい

実現
じつげん

に向
む

けた啓発
けいはつ

、広報
こうほう

等
とう

を継続
けいぞく

して行
おこな

うほか、

法
ほう

施行
しこう

を機
き

に、広報
こうほう

さっぽろや札幌市
さっぽろし

公式
こうしき

ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

、出前
でまえ

講座
こう ざ

等
とう

の

活用
かつよう

、パンフレット
ぱ ん ふ れ っ と

の作成
さくせい

など、様々
さまざま

な機会
きかい

に障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

の趣
しゅ

旨
し

に関
かん

する普及
ふきゅう

、啓発
けいはつ

等
とう

を行
おこな

うことにより、札幌市
さっぽろし

全体
ぜんたい

において、さらに

障
しょう

がいのある方
かた

への理解
りかい

の促進
そくしん

に努
つと

めます。 

⑸ 障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消
かいしょう

支援
しえ ん

地域協
ちいききょう

議会
ぎか い

の設置
せっち

障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

において、任意
にんい

とされている障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

支
し

援
えん

地
ち

域
いき

協
きょう

議
ぎ

会
かい

の設置
せっち

については、前述
ぜんじゅつ

のとおり、市民
しみん

・事
じ

業者
ぎょうしゃ

・行
ぎょう

政
せい

機
き

関
かん

等
とう

が手
て

を携
たずさ

えて札幌市
さっぽろし

全体
ぜんたい

における共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指
め ざ

す観点
かんてん

から、以下
い か

のとおり設置
せっち

することとします。 

ア
あ

 協
きょう

議会
ぎか い

名称
めいしょう

 札幌市
さっぽろし

共生
きょうせい

社会
しゃかい

推進協
すいしんきょう

議会
ぎか い

イ
い

 設置
せっ ち

目的
もくてき

   障
しょう

がいのある方
かた

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

等
とう

のさまざまな場面
ばめん

における関係
かんけい

機関
きか ん

が、情報
じょうほう

共有
きょうゆう

・協議
きょうぎ

を行
おこな

うことにより、それぞれの機関
きかん

の自主的
じしゅてき

な

差別
さべつ

の解消
かいしょう

の取組
とりくみ

を推進
すいしん

し、障
しょう

がいのある方
かた

が地域
ちいき

で安心
あんしん

して生活
せいかつ
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することができる環境
かんきょう

づくりを目的
もくてき

とします。 

ウ
う

 協
きょう

議会
ぎか い

の構
こう

成員
せいいん

  札幌市
さっぽろし

、国
こく

・道
どう

の機関
きかん

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

、医療
いりょう

・福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

、障
しょう

がい当
とう

事
じ

者
しゃ

（家族
かぞく

を含
ふく

む）、有識者
ゆうしきしゃ

において構成
こうせい

します。 

エ
え

 設置
せっ ち

時期
じ き

の目途
め ど

  平成
へいせい

27年度中
ねんどちゅう

に設置
せっち

する予定
よてい

です。 

オ
お

 協
きょう

議会
ぎか い

のその他
た

の詳細
しょうさい

は別途
べっと

要綱
ようこう

にて定
さだ

めます。 



21 

札幌市
さっぽろし

共生
きょうせい

社会
しゃかい

推進協
すいしんきょう

議会
ぎか い

イメージ
い め ー じ

○ 障
しょう

がい福祉課
ふ く し か

○ 相談
そうだん

支援
しえ ん

事業所
じぎょうしょ

○ 教育
きょういく

委員会
いいんかい

札幌市
さっぽろし

○ 北海道
ほっかいどう

○ 札幌
さっぽろ

法務局
ほうむきょく

○ 北海道
ほっかいどう

労働局
ろうどうきょく

国
くに

・道
どう

の機関
きか ん

○ 学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

○ 弁護士
べ ん ご し

有識者
ゆうしきしゃ

○ 障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

 ・ 当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

 ・ 家族会
かぞくかい

障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

障
しょう

がいを理由
りゆ う

とする差別
さべ つ

に関
かん

する相
そう

談
だん

○ 札幌
さっぽろ

商工
しょうこう

会議所
かいぎしょ

事
じ

業者
ぎょうしゃ

○ 札幌市
さっぽろし

医師会
い し か い

○ 札幌市
さっぽろし

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎか い

○ 障
しょう

がい児
じ

・者
しゃ

福祉
ふく し

施設
しせ つ

医療
いりょう

・福祉
ふく し

構成
こうせい

機関
きか ん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

札幌市
さっぽろし

共生
きょうせい

社会
しゃかい

推進協
すいしんきょう

議会
ぎか い

相談
そうだん

つ
い
て
情

報

じ
ょ
う
ほ
う

共

有

き
ょ
う
ゆ
う

・
協
議

き
ょ
う
ぎ

を

行
お
こ
な

う
。

各
構
成

か
く
こ
う
せ
い

機
関

き

か

ん

の
相
談

そ
う
だ
ん

事
例

じ

れ

い

や
取
組

と
り
く
み

内
容

な
い
よ
う

等と
う

に

※ 紛争
ふんそう

解決
かいけつ

にあた

っては、各相談
かくそうだん

窓口
まどぐち

で

対応
たいおう

することが基本
き ほ ん

。

※ 各機関にはまだ正式に依頼しておらず、了承を得ているものではありません。

紛争
ふんそう

解決
かいけつ

（※） 
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５ 札幌市
さっぽろし

の取組
とりくみ

の実施
じっ し

体制
たいせい

  本対応
ほんたいおう

方針
ほうしん

に示
しめ

した取組
とりくみ

については、全庁
ぜんちょう

を挙
あ

げて取
と

り組
く

んでまいりま

す。 

  各部局
かくぶきょく

においては、障
しょう

がいのある方
かた

の差別
さべつ

の解消
かいしょう

に向
む

けた札幌市
さっぽろし

職員
しょくいん

の接遇
せつぐう

要領
ようりょう

に基
もと

づく接遇
せつぐう

等
とう

に努
つと

めることはもちろん、各部局
かくぶきょく

が所管
しょかん

する

各種
かくしゅ

事業
じぎょう

の実施
じっし

において、法
ほう

の趣旨
しゅし

に鑑
かんが

み、可能
かのう

な限
かぎ

り、障
しょう

がいのある方
かた

への配慮
はいりょ

を行
おこな

うこととします。 

  また、障
しょう

がい保健
ほけん

福祉部
ふ く し ぶ

では、率先
そっせん

して各部局
かくぶきょく

への助言
じょげん

を行
おこな

うほか、

各部局
かくぶきょく

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

等
とう

を集約
しゅうやく

し、進捗
しんちょく

管理
かん り

を行
おこな

い、さらには平成
へいせい

30年
ねん

度
ど

に策定
さくてい

する予定
よてい

の次期
じ き

さっぽろ障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

に実施
じっし

状 況
じょうきょう

等
とう

を踏
ふ

まえ

た基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

を反映
はんえい

するなど、全庁
ぜんちょう

における着実
ちゃくじつ

な実施
じっし

に向
む

けた体
たい

制
せい

を構築
こうちく

します。 
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６ 資料編
しりょうへん

⑴ 障
しょう

がいのある方
かた

が差別
さべつ

と感
かん

じていること 

  札幌市
さっぽろし

では、共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けてさまざまな取組
とりくみ

を進
すす

めておりま

すが、それでも、なお、障
しょう

がいのある方
かた

が差別
さべつ

されていると感
かん

じている

ことがあります。 

  以下
い か

に記載
きさい

しているのは札幌市内
さっぽろしない

のみならず道内
どうない

及
およ

び全国
ぜんこく

の自治体
じ ち た い

で

行
おこな

ったアンケート
あ ん け ー と

結果
けっ か

から障
しょう

がいのある方
かた

が差別
さべつ

と感
かん

じている主
おも

なも

のを集約
しゅうやく

したものです。

ア
あ

 全
ぜん

障
しょう

がい共通
きょうつう

   ◆ 障
しょう

がい者
しゃ

というだけで、じろじろ見
み

られる。 

   ◆ 障
しょう

がいへの理解
りかい

が足
た

りず、心無
こころな

い言葉
ことば

を浴
あ

びせられる。 

   ◆ 一方的
いっぽうてき

な決
き

めつけや偏見
へんけん

により、能力
のうりょく

や人格
じんかく

を否定
ひてい

される。 

イ
い

 肢体障
したいしょう

がい 

   ◆ 飲食店
いんしょくてん

等
とう

で席
せき

が空
あ

いているにも関
かか

わらず「車
くるま

いすの人
ひと

は入
はい

れま

せん」と断
ことわ

られる。 

ウ
う

 視覚障
しかくしょう

がい 

◆ 盲導犬
もうどうけん

を連
つ

れて飲食店
いんしょくてん

等
とう

に入
にゅう

店
てん

するのを断
ことわ

られる。 

◆ 見
み

えないから、と無視
む し

されたり、古
ふる

い商品
しょうひん

を渡
わた

されるなどのいじ 

わるをされる。 

エ
え

 聴 覚 障
ちょうかくしょう

がい 

   ◆ 筆談
ひつだん

を求
もと

めているのに応
おう

じてくれない。 

   ◆ ファクス
ふ ぁ く す

や電子
でんし

メール
め ー る

、郵送
ゆうそう

で対応
たいおう

してほしいと求
もと

めても、頑
かたく

な

に電話
でんわ

での対応
たいおう

しかしてくれない。 

   ◆ 電話
でん わ

で本人
ほんにん

確認
かくにん

を求
もと

められることがある。 
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オ 内部障
ないぶしょう

がい 

   ◆ 見
み

た目
め

で障
しょう

がいがあることがわからないため、健
けん

常者
じょうしゃ

として扱
あつか

われてしまう。 

カ 知的
ちてき

障
しょう

がい 

   ◆ 役所
やくしょ

や銀行
ぎんこう

など手続
てつづ

きの必要
ひつよう

な場所
ばしょ

に一人
ひとり

で行
い

っても対応
たいおう

しても

らえず、付
つ

き添
そ

いの人
ひと

を連
つ

れてきてほしいと言
い

われる。 

   ◆ 付
つ

き添
そ

いの人
ひと

がいると、本人
ほんにん

ではなく、付
つ

き添
そ

いの人
ひと

だけにわか

るように説明
せつめい

される。 

   ◆ 何歳
なんさい

になっても子
こ

ども扱
あつか

いされる。 

キ 発達障
はったつしょう

がい 

   ◆ 言葉
こと ば

で表現
ひょうげん

することが苦手
にがて

なため、上手
う ま

く意思
い し

疎通
そつう

が図
はか

れず、わ

がままなだけ、うそつきなどと誤解
ごかい

されてしまう。 

   ◆ 習
なら

い事
ごと

など、一度
いちど

でも多動
たどう

等
とう

の問題
もんだい

が起
お

こると、もう来
こ

ないでほ

しいと言
い

われてしまう。 

ク 精神障
せいしんしょう

がい 

   ◆ 見
み

た目
め

で障
しょう

がいがあることがわからないため「なまけている」「や

る気
き

がない」と言
い

われる。 

   ◆ 精神障
せいしんしょう

がいであるというだけで、理由
りゆう

もなく怖
こわ

がられたり敬遠
けいえん

さ

れたりする。 

ケ 難病
なんびょう

◆ うつる疾病
しっぺい

ではないのに、誤解
ごかい

され、敬遠
けいえん

される。 

◆ 疾患
しっかん

ごとの特異的
とくいてき

な特色
とくしょく

があり、外見
がいけん

が普通
ふつう

であることも多
おお

く、

周囲
しゅうい

の理解
りかい

も配慮
はいりょ

も得
え

られない。 
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⑵ 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

に関
かん

する意識
いしき

調査
ちょうさ

アンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

結果
けっ か

ア
あ

 調査
ちょうさ

の趣旨
しゅし

    障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

の施行
しこう

に向
む

けた準備
じゅんび

を進
すす

めるために、障
しょう

がいの

ある方
かた

やその周
まわ

りの方
かた

たちが、生活
せいかつ

の中
なか

で差別
さべつ

と感
かん

じていることなど

について、実際
じっさい

の事例
じれい

を集
あつ

め、差別
さべつ

の解消
かいしょう

のために求
もと

められているこ

とを把握
はあく

するために、北海道
ほっかいどう

がアンケート
あ ん け ー と

を実施
じっし

しました。このア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

は札幌市
さっぽろし

にお住
す

まいの方
かた

も調査
ちょうさ

対象
たいしょう

として実施
じっし

されたものです。 

  イ
い

 調査
ちょうさ

期間
きか ん

    平成
へいせい

27年
ねん

３月
がつ

３日
にち

から平成
へいせい

27年
ねん

５月
がつ

29日
にち

まで 

  ウ
う

 調査
ちょうさ

対象
たいしょう

    障
しょう

がいのある方
かた

、障
しょう

がいのある方
かた

の家族
かぞく

、福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

  エ
え

 調査
ちょうさ

の方法
ほうほう

    道内
どうない

各地
かく ち

の障
しょう

がいのある方
かた

等
とう

に周知
しゅうち

を行
おこな

い、インターネット
い ん た ー ね っ と

また

はファクス
ふ ぁ く す

等
とう

による回答
かいとう

としました。 

  オ
お

 回答
かいとう

件数
けんすう

    1,114件
けん

  カ
か

 調査
ちょうさ

結果
けっ か

   ◆ 平成
へいせい

28年
ねん

４月
がつ

から障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

が施行
しこう

されることを知
し

っ

ていたか。 

 件数
けんすう

 割合
わりあい

（％） 

知
し

っていた 377 35％

知
し

らなかった 695 65％

※ 未回答
みかいとう

42件
けん

を除
のぞ

きます。 
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◆ 回答者
かいとうしゃ

の年代別
ねんだいべつ

について 

 件数
けんすう

 割合
わりあい

（％） 

10代
だい

以下
い か

 6 1％

20代
だい

 121 11％

30代
だい

 183 16％

40代
だい

 226 20％

50代
だい

 214 19％

60代
だい

 191 17％

70代
だい

 133 12％

80歳
さい

以上
いじょう

 32 3％

未回答
みかいとう

 8 1％

  ◆ 回答者
かいとうしゃ

の性別
せいべつ

     件数
けんすう

 割合
わりあい

（％） 

男
おとこ

 568 51％

女
おんな

 533 48％

未回答
みかいとう

 13 1％
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◆ 障
しょう

がいを理由
りゆう

とした差別
さべつ

と感
かん

じた出来事
で き ご と

があるか。【複数
ふくすう

回答
かいとう

有
あ

り】 

 件数
けんすう

 割合
わりあい

（％） 

ある 334 25％

見
み

たり聞
き

いたりしたことが

ある 
219 17％

差別
さべつ

かどうかわからないが、

いやな気持
きもち

になったことが

ある 

354 27％

ない 408 31％

◆ アンケート
あ ん け ー と

回答者
かいとうしゃ

について【複数
ふくすう

回答
かいとう

有
あ

り】 

   件数
けんすう

 割合
わりあい

（％） 

身体障
しんたいしょう

がいの方
かた

 228 17％

知的障
ちてきしょう

がいの方
かた

 292 22％

精神障
せいしんしょう

がいの方
かた

 128 10％

発達障
はったつしょう

がいの方
かた

 49 4％

難病
なんびょう

の方
かた

 19 1％

親
おや

 256 19％

きょうだい 30 2％

親
おや

きょうだい以外
いがい

の家族
かぞく

 28 2％

福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

 269 20％

その他
た

 39 3％
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  ◆ 差別
さべ つ

と感
かん

じた出来事
で き ご と

の場面
ばめん

について【複数
ふくすう

回答
かいとう

有
あ

り】 

 件数
けんすう

 割合
わりあい

（％） 

近隣
きんりん

、地域
ちいき

（家庭
かてい

を含
ふく

む）から 232 15％

学校
がっこう

、教育
きょういく

の場面
ばめん

で 161 11％

職場
しょくば

で 150 10％

建物
たてもの

や交
こう

通
つう

機関
きかん

に関
かん

して 178 12％

行政
ぎょうせい

機関
きか ん

 78 5％

医療
いりょう

機関
きか ん

 159 11％

民間
みんかん

サービス
さ ー び す

（買
か

い物
もの

など） 211 14％

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

 91 6％

住
す

む場所
ばしょ

や家
いえ

を借
か

りる場面
ばめん

 73 5％

情報
じょうほう

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

 110 7％

その他
た

 66 4％

  ◆ 差別
さべ つ

と感
かん

じた出来事
で き ご と

について、誰
だれ

かに相談
そうだん

したか。 

 件数
けんすう

 割合
わりあい

（％） 

相談
そうだん

していない 191 23％

家族
かぞく

に相談
そうだん

した 127 15％

友人
ゆうじん

に相談
そうだん

した 97 12％

障
しょう

がい福祉
ふくし

団体
だんたい

に相談
そうだん

した 46 5％

学校
がっこう

の先生
せんせい

に相談
そうだん

した 43 5％

利用
りよう

している施設
しせつ

の職員
しょくいん

など

に相談
そうだん

した 
80 10％

行政
ぎょうせい

機関
きか ん

に相談
そうだん

した 37 4％
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相談員
そうだんいん

に相談
そうだん

した 11 1％

障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

・生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

に相談
そうだん

した 
18 2％

民生
みんせい

・児童
じどう

委員
いい ん

に相談
そうだん

した。 3 0％

医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

に相談
そうだん

した 41 5％

教育
きょういく

委員会
いいんかい

に相談
そうだん

した 11 1％

職場
しょくば

の関係者
かんけいしゃ

に相談
そうだん

した 71 8％

相談
そうだん

支援
しえ ん

事業所
じぎょうしょ

に相談
そうだん

した 19 2％

その他
た

 46 5％


